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YouTube（ユーチューブ）を利用した
本会議のインターネット中継を開始

　令和３年第２回定例会は、６月７日に招集され、８日ま
での２日間で開催されました。
　本定例会から動画共有サービスであるYouTube（ユー
チューブ）を利用して、本会議のインターネット中継を開
始いたしました。
　令和３年度一般会計補正予算、条例制定、条例改正など

議案９件、承認２件、報告３件を審議いたしました。
　一般質問では４人の議員が質問に立ち、町政に対する理
事者の考えを質したほか、各常任委員会より所管事務調査
の報告書の提出がありました。
　また、議員提出議案として、意見書２件を審議し、いず
れも原案のとおり可決されました。

令和３年
第２回定例会

◇審議して決まったこと･･････････････････････ P.２１
◇議案審査の結果報告････････････････････････ P.22
◇一般質問･･････････････････････････････････ P.23
◇議会の本会議をYouTubeで配信 ･････････････ P.25
◇議員出席状況･･････････････････････････････ P.25

◇総務財政常任委員会報告････････････････････ P.26
◇民生文教常任委員会報告････････････････････ P.26
◇経済産業常任委員会報告････････････････････ P.27
◇監査報告･･････････････････････････････････ P.27

主
な
内
容 

審議結果
区分 結果 番　　号 議　　件　　名　　等 継続審査・調査・その他

議　
　

案　
　

等

その他
承　認 承 認 第 １ 号 専決処分の承認を求めることについて（七飯町税条例等の一部改正について）

承　認 承 認 第 ２ 号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度七飯町一般会計補正予算（第２号））

条例制定
◎ 議案第１０号 七飯町議会議員及び七飯町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定

について 総務財政常任委員会報告

付　託 議案第２８号 七飯町大沼ネイチャーセンター条例の制定について 民生文教常任委員会へ付託

条例改正

◎ 議案第２９号 七飯町税条例の一部改正について

◎ 議案第３０号 七飯町国民健康保険税条例の一部改正について

◎ 議案第３１号 七飯町手数料条例の一部改正について

◎ 議案第３２号 七飯町介護保険条例の一部改正について

その他
◎ 議案第３３号 財産の取得について

◎ 議案第３４号 冬トピア団地９１－１棟長寿命化改修建築主体工事請負契約について

補正予算 ◎ 議案第３５号 令和３年度七飯町一般会計補正予算（第３号）

その他

報告済 報 告 第 ２ 号 令和２年度一般財団法人北海道大沼国際交流協会事業報告及び決算報告について

報告済 報 告 第 ３ 号 令和２年度七飯町一般会計繰越明許費繰越計算書について

報告済 報 告 第 ４ 号 令和２年度七飯町下水道事業会計繰越明許費繰越計算書について

意見書
◎ 発議案第４号 地方財政の充実・強化に関する意見書

◎ 発議案第５号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書

その他

報告済 各常任委員会報告

報告済 出納検査報告

承　認 閉会中の委員会活動の承認について

　　　　　　　　◎＝全員一致で可決　　○＝賛成多数で可決　　●＝賛成少数で否決　　×＝賛成なしで否決
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条
例
制
定

◆�

七
飯
町
議
会
議
員
及
び
七
飯

町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　

総
務
財
政
常
任
委
員
会
よ
り

審
査
結
果
の
報
告
書
が
提
出
さ

れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

 

公
布
の
日
か
ら
施
行

（
報
告
書
は
22
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

◆�

七
飯
町
大
沼
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
条
例
の
制
定

　

民
生
文
教
常
任
委
員
会
に
付

託
し
、
慎
重
を
期
す
た
め
閉
会

中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

条
例
改
正

◆�

七
飯
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律（
令
和
３
年
法
律
第

７
号
）の
公
布
に
伴
う
個
人
町

民
税
、
固
定
資
産
税
の
改
正

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対

策
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
の
日
、
令
和
４

年
１
月
１
日
、
令
和
６
年
１

月
１
日
か
ら
施
行

◆�

七
飯
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
定
義
に
係
る
規
定
の
改

正
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
対
象
年
度
及
び

当
該
年
度
に
お
け
る
納
期
限
の

期
間
の
改
正

 

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆�

七
飯
町
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付

手
数
料
の
規
定
を
削
る
改
正

 

令
和
３
年
９
月
１
日
施
行

◆�

七
飯
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
定
義
に
係
る
規
定
の
改
正

及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
減
免
対
象

と
な
る
介
護
保
険
料
の
納
期
限

の
期
間
を
改
正

 

公
布
の
日
か
ら
施
行

補
正
予
算

◆�

令
和
３
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
係
る
追
加
補
正
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
感
染
状
況
を
見

な
が
ら
補
正
予
算
対
応
と
し
た

事
業
に
係
る
追
加
補
正
等

そ

の

他

◆�

専
決
処
分
の
承
認
︵
七
飯
町

税
条
例
等
の
一
部
改
正
︶

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律（
令
和
３
年
法
律
第

７
号
）の
公
布
に
伴
う
個
人
町

民
税
、
固
定
資
産
税
等
の
改
正

 

令
和
３
年
４
月
１
日
施
行

◆�

専
決
処
分
の
承
認
︵
令
和
３

年
度
七
飯
町
一
般
会
計
補
正

予
算
︵
第
２
号
︶︶

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
に
係
る
補
正

◆�

財
産
の
取
得
︵
総
合
行
政
情

報
シ
ス
テ
ム
機
器
︶

▽
契
約
の
方
法

　

随
意
契
約

▽
取
得
金
額

　

 

２
千
728
万
円
に
北
海
道
市
町

村
備
荒
資
金
組
合
が
設
定
す

る
利
率
で
計
算
さ
れ
た
利
子

分
を
加
算
し
た
額

▽
財
産
の
取
得
先

　

 

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組

合
長　

棚
野　

孝
夫

▽ 

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組

合
へ
の
納
品
業
者

　

 

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
２

丁
目
１０
番
地
２

　

 

株
式
会
社
エ
イ
チ
・
ア
イ
・

デ
ィ

◆�

冬
ト
ピ
ア
団
地
9１
︱
１
棟
長

寿
命
化
改
修
建
築
主
体
工
事

請
負
契
約

▽
契
約
の
方
法

　

地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

１
億
945
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

 

鈴
木
・
東
商
・
松
栄
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

　

 

代
表
者　

亀
田
郡
七
飯
町
字

大
沼
町
746
番
地

　

株
式
会
社
鈴
木
事
業
所

報
　
　
　
告

◆�

令
和
２
年
度
一
般
財
団
法
人

北
海
道
大
沼
国
際
交
流
協
会

事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
に

つ
い
て

◆�

令
和
２
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

◆�

令
和
２
年
度
七
飯
町
下
水
道

事
業
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書

◆�

閉
会
中
の
委
員
会
活
動
の
承

認発
議
案（
意
見
書
）

◆�

議
員
提
出
議
案
と
し
て
意
見

書
２
件
が
可
決
さ
れ
、
要
望

事
項
と
し
て
各
関
係
機
関
及

び
各
関
係
大
臣
に
送
付
し
た
。

◎ 

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に

関
す
る
意
見
書

◎ 

林
業
、
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

令
和
３
年
第
２
回
定
例
会

第２回定例会で承認、可決された
新型コロナウイルス感染症対策事業

第２回定例会で承認、可決された補正予算
（単位：千円）

会�計�名 補正前 補正額 計

一般会計（第２号） 11,195,126 11,100 11,206,226

一般会計（第３号） 11,206,226 186,172 11,392,398

（単位：千円）

事　業　の　概　要 補正額

新型コロナウイルスワクチン接種事業に係るコール
センター人員の増員、医療機関へのワクチン引渡し
や医師・看護師の送迎等のタクシー借り上げなど

11,100

行政手続のオンライン化や、押印・対面規制の見直
しのため基礎資料を整備する支援業務を委託 4,290

高齢者・障がい者入所施設職員に実施している１か
月に１度のＰＣＲ検査の実施期間を延長 7,700

介護施設等に新たに入所する方に実施しているＰＣ
Ｒ検査の実施期間を延長 800

社会福祉施設等の長が必要と判断し、職員にＰＣＲ検
査等を受検させた場合の費用を補助する期間を延長 2,200

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、低
所得の子育て世帯に、生活支援のための給付金を支給 25,933

新型コロナウイルスワクチン接種の集団接種時の協
力医師等への謝礼 2,578

新型コロナウイルス感染症の影響により、町立学校
の修学旅行がキャンセルとなった場合のキャンセル料 3,310

大沼岳陽学校のスクールバスの増車期間を延長 3,472

新型コロナウイルス感染症の予防として、七重小学
校内の和式トイレを洋式トイレに改修 4,785

合　　計 66,168

審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と
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１
事

件

名

　

議
案
第
１０
号　

七
飯
町
議
会

議
員
及
び
七
飯
町
長
の
選
挙
に

お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て２
審
査
の
経
過

　

令
和
３
年
３
月
１９
日
、
４
月

２１
日
、
５
月
１７
日
の
３
日
間
、

委
員
会
を
開
催
し
、
副
町
長
、

総
務
財
政
課
長
、
選
挙
管
理
委

員
会
書
記
長
の
出
席
を
求
め
、

審
査
を
行
っ
た
。

３
決
定
及
び
理
由

決
定
:
原
案
可
決

理
由

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
第
１０
号　

七
飯
町
議
会

議
員
及
び
七
飯
町
長
の
選
挙
に

お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
は
、
町
村
の
選
挙
に
お
け
る

立
候
補
環
境
の
改
善
の
た
め
、

選
挙
公
営
の
対
象
を
市
と
同
様

の
も
の
に
拡
大
す
る
こ
と
と
併

せ
、
町
村
議
会
議
員
選
挙
に
お

い
て
も
、
ビ
ラ
の
頒
布
を
解
禁

す
る
と
と
も
に
、
公
営
対
象
拡

大
に
伴
う
措
置
と
し
て
供
託
金

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
公
職
選
挙
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律（
令
和
２
年

法
律
第
４５
号
）が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
こ
の
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
１
条
は
、
趣
旨
規
定
で
、

町
議
会
議
員
選
挙
及
び
町
長
選

挙
に
お
け
る
選
挙
公
営（
候
補

者
の
選
挙
運
動
に
係
る
費
用
の

一
定
金
額
を
公
費
で
負
担
）の

対
象
を
公
職
選
挙
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
①
選
挙
運
動
用
自
動

車
の
使
用
、
②
選
挙
運
動
用
ビ

ラ
の
作
成
、
③
選
挙
運
動
用
ポ

ス
タ
ー
の
作
成
と
定
め
て
い
る
。

　

第
２
条
か
ら
第
５
条
は
、
選

挙
運
動
用
自
動
車
を
使
用
す
る

場
合
の
公
費
負
担
等
に
つ
い
て

規
定
し
た
条
項
で
あ
る
。
選
挙

運
動
用
自
動
車
に
係
る
１
日
当

た
り
の
上
限
額
を
６
万
４
千
500

円
と
定
め
て
お
り
、
こ
の
金
額

は
、
公
職
選
挙
法
施
行
令
第
109

条
の
４
第
２
項
第
１
号
に
規
定

す
る
金
額
と
同
額
と
な
っ
て
い

る
。
使
用
日
数
に
つ
い
て
は
、

当
該
選
挙
の
告
示
の
日
か
ら
選

挙
期
日
の
前
日
ま
で（
最
大
５

日
間
）と
定
め
て
い
る
。

　

な
お
、
選
挙
運
動
用
自
動
車

の
選
挙
公
営
の
区
分
と
し
て
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、ハ
イ
ヤ
ー
、タ
ク
シ
ー

の
借
上
げ（
第
４
条
第
１
号
に

定
め
る
契
約
。
上
記
の
表
の
区

分
１
）と
自
動
車
の
借
上
げ
、

燃
料
代
、
運
転
手
の
雇
用（
第

４
条
第
２
号
に
定
め
る
契
約
。

上
記
の
表
の
区
分
２
か
ら
４
ま

で
）が
同
一
の
日
に
あ
っ
た
場

合
、
併
用
し
て
使
用
す
る
こ
と

を
禁
止
し
て
い
る
。

　

第
６
条
か
ら
第
８
条
は
、
選

挙
運
動
用
ビ
ラ
を
作
成
す
る
場

合
の
公
費
負
担
等
に
つ
い
て
規

定
し
た
条
項
で
あ
る
。
公
費
負

担
の
対
象
と
な
る
選
挙
運
動
用

ビ
ラ
の
作
成
単
価
の
上
限
額
は
、

１
枚
当
た
り
７
円
５１
銭
と
規
定

し
て
い
る
。
な
お
、
作
成
枚
数

の
上
限
に
つ
い
て
は
、
公
職
選

挙
法
第
142
条
第
１
項
第
７
号
に

定
め
る
枚
数
を
上
限
と
し
て
お

り
、
町
長
選
挙
は
５
千
枚
、
町

議
会
議
員
選
挙
は
１
千
600
枚
と

な
っ
て
い
る
。

　

第
９
条
か
ら
第
１１
条
は
、
選

挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す

る
場
合
の
公
費
負
担
等
に
つ
い

て
規
定
し
た
条
項
で
あ
る
。
ポ

ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
置
数
に
つ

い
て
は
、
選
挙
の
都
度
、
選
挙

管
理
委
員
会
が
定
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
が
、
直
近
で
行
わ
れ

た
選
挙
に
つ
い
て
は
９０
箇
所
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
費
負
担
の
対
象
と

な
る
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の

作
成
単
価
の
上
限
額
は
、
１
枚

当
た
り
１
千
147
円
で
あ
り
、
次

の
と
お
り
算
定
さ
れ
て
い
る
。

　

第
１２
条
は
、
委
任
規
定
で
あ

る
。

　

公
費
負
担
の
対
象
と
な
る
①

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
、

②
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
、

③
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作

成
に
つ
い
て
は
、
公
職
の
候
補

者
が
契
約
を
行
っ
た
際
に
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
へ
の
届
出
が

必
要
と
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
公
費
負
担
に
つ
い
て
は
、
法

定
得
票
数（
供
託
物
没
収
点
）

を
上
回
る
有
効
投
票
を
得
た
候

補
者
の
み
が
該
当
と
な
る
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
本
条
例
に
お

い
て
規
定
し
て
い
る
額
は
、
上

限
額
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、

実
際
に
要
し
た
経
費
又
は
条
例

で
定
め
る
上
限
額
の
い
ず
れ
か

低
い
額
が
公
費
負
担
の
対
象
と

な
る
。

　

委
員
会
の
聴
取
に
お
い
て
、

公
費
負
担
に
関
す
る
詳
細
な
運

用
方
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

質
疑
応
答
集
等
を
作
成
す
る
と

の
回
答
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

立
候
補
予
定
者
説
明
会
等
を
通

じ
て
十
分
な
周
知
、
丁
寧
な
説

明
に
努
め
る
と
と
も
に
、
議
会

に
対
し
て
も
情
報
提
供
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
望
む
も
の
で
あ

る
。

　

以
上
の
こ
と
を
留
意
の
上
、

条
例
の
内
容
を
審
査
し
た
と
こ

ろ
、
本
条
例
の
規
定
は
、
公
職

選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
条
例
制
定
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
上
限
額
に

つ
い
て
も
公
職
選
挙
法
施
行
令

の
規
定
に
沿
っ
た
内
容
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
全
員
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

議
案
審
査
の
結
果
報
告
総
務
財
政

令
和
３
年
３
月
４
日
第
１
回
定
例
会
に
お
け
る
議
決
に
基
づ
き
、
当
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
を
報
告
す
る
。

報告書全文は町ＨＰへ

YouTube チャンネル

（１）（２）

区　　分 1日の上限額

１
道路運送法第３条第１号ハに規定する一般乗用旅客
自動車運送事業を経営する者と有償契約を締結した
場合（ハイヤー、タクシーの借上げが該当）

64,500円

２ 選挙運動用自動車として主にレンタル、個人、会社
等から借り入れた自動車を使用する場合 15,800円

３ 選挙運動用自動車に供給した燃料の代金 7,560円
４ 選挙運動用自動車の運転に従事した運転手への報酬 12,500円
※ 上記上限額はいずれも公職選挙法施行令第 109 条の４第２項第１号及
び第２号に規定する額である。

〔上限額〕525円6銭 × 90箇所 ＋ 55,890円 ＝ 103,145円40銭
…１枚当たりの作成単価　103,145円40銭 ÷ 90箇所 ＝1,146円６銭
… １円未満の端数がある場合は、その端数を切り上げた金額
（1,147円/枚）が公費負担の上限額となる。
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交
通
事
故
多
発
道
路
へ
町
が
積
極
的
に

関
与
す
べ
き
で
は
な
い
か

 

関
係
機
関
が
集
ま
っ
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る

平
　
松
　
俊
　
一
　
議
　
員

YouTube チャンネル

YouTube チャンネル

 

地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
に
関
し
て
、

住
民
の
声
や
意
見
を
反
映
さ
せ
る
方
法
は

 

住
民
説
明
会
の
開
催
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
を
考
え
て
い
る

上
　
野
　
武
　
彦
　
議
　
員

私
が
函
館
中
央
警
察
署
に

問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

令
和
元
年
度
の
交
通
事
故
と
し

て
処
理
を
し
た
人
身
事
故
と
物

損
事
故
の
発
生
件
数
の
う
ち
、

特
に
道
道
大
野
・
大
中
山
線
と

国
道
５
号
線
交
差
点
付
近（
大

中
山
小
学
校
前
）で
起
き
た
交

通
事
故
件
数
は
７
件
で
、
令
和

２
年
度
は
１０
件
と
報
告
を
受
け

た
。

　

い
ず
れ
も
重
大
事
故
で
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
１
件
の
重
大

事
故
の
背
後
に
は
、
重
大
事
故

に
至
ら
な
か
っ
た
２９
件
の
軽
微

な
事
故
が
隠
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
そ
の
背
後
に
は
事
故
寸
前

だ
っ
た
300
件
の
、
い
わ
ゆ
る

"
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
"
が
あ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ハ

イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
と
呼
ば
れ
、

労
働
災
害
の
現
場
で
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

今
回
、
警
察
の
報
告
で
は
自

転
車
や
車
の
通
行
中
に
、
出
張

所
や
郵
便
局
を
利
用
さ
れ
る
こ

と
に
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
事
故
も
多
く
、
こ
れ
か
ら
は
、

オ
ー
プ
ン
し
た
酒
蔵
へ
訪
れ
る

車
両
の
増
加
や
、
道
道
の
改
良

も
進
む
こ
と
に
合
わ
せ
た
交
通

事
故
防
止
策
が
望
ま
れ
る
。

　

今
後
は
指
定
区
間
内
の
軽
微

な
事
故
報
告
も
全
て
収
集
し
、

観
測
調
査
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

︻
住
民
課
長
︼

重
大
事
故
が
発
生
し
た
場

合
は
、
警
察
、
道
路
管
理
者
、

地
域
町
内
会
、
町
交
通
防
犯
係

等
の
関
係
者
が
合
同
で
現
場
検

証
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
対

処
し
て
い
る
。
ま
た
、
七
飯
交

番
と
事
故
に
関
す
る
情
報
共
有

を
し
、﹃
広
報
な
な
え
﹄
に
掲

載
し
住
民
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
交
通
事
故
防
止

に
根
気
強
く
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

︻
民
生
部
長
︼

交
通
事
故
に
関
し
て
は
警

察
、
道
路
に
つ
い
て
は
開
発
局

と
道
、
町
等
が
所
管
を
し
て
お

り
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
話
し
合
い
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

認
知
症
や
徘
徊
行
動
の
あ

る
高
齢
者
等
が
、
他
人
に

ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
り
、
他
人
の

財
物
を
壊
し
法
律
上
の
損
害
賠

償
責
任
を
負
う
場
合
に
備
え
て
、

認
知
症
の
人
を
被
保
険
者
と
す

る
個
人
賠
償
責
任
保
険
に
市
・

町
が
契
約
者
と
し
て
加
入
し
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
徘
徊
し
た
認
知
症

の
高
齢
者
が
列
車
に
跳
ね
ら
れ
、

家
族
に
賠
償
責
任
を
問
う
裁
判

が
起
こ
さ
れ
た
事
を
機
に
自
治

体
が
認
知
症
の
方
や
ご
家
族
を

支
え
、
住
み
馴
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
備

す
る
た
め
に
加
入
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

　

当
町
に
お
い
て
も
免
許
を
返

納
し
た
事
を
忘
れ
て
運
転
を
し

た
り
、
通
学
児
童
に
石
を
投
げ

た
事
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

町
が
こ
の
賠
償
責
任
保
険
に
加

入
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

︻
福
祉
課
長
︼

民
間
保
険
を
活
用
し
た
保

険
加
入
支
援
制
度
を
導
入
し
て

い
る
自
治
体
は
令
和
２
年
７
月

現
在
で
、
全
国
に
６１
自
治
体
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
以
前
か
ら

当
町
に
お
け
る
「
認
知
症
高
齢

者
の
人
に
優
し
い
街
づ
く
り
条

例
」
に
関
す
る
答
弁
の
中
で
も

触
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
個
人

賠
償
責
任
保
険
を
適
用
さ
せ
る

こ
と
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
安
全
に
暮
ら
し
続
け
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
引
き

続
き
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

︻
そ
の
他
の
質
問
事
項
︼

「
災
害
発
生
時
の
具
体
的
対
応

策
に
つ
い
て
」

七
飯
町
は
、
地
域
公
共
交

通
計
画
の
策
定
を
目
指
し

て
令
和
３
年
３
月
に
法
定
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、
令
和
４
年
９

月
に
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策

定
を
す
る
と
し
て
活
動
を
始
め

て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
の
点
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
１２
年
前
の
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
の
際
に
は
、
町
民

も
協
議
会
の
委
員
と
し
て
参
加

し
、
ま
た
、
地
域
ご
と
に
住
民

の
意
見
交
換
会
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
が
、
今
回
の
取
り
組
み

で
は
、
住
民
の
声
や
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

②
協
議
会
で
は
住
民
ニ
ー
ズ
把

握
の
た
め
、
町
内
３
千
通
ほ
ど

の
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を

計
画
し
て
い
る
が
、
年
齢
別
の

意
見
や
地
域
別
の
特
性
を
反
映

さ
せ
る
方
法
を
考
え
て
い
る
の

か
。︻

政
策
推
進
課
長
︼

①
今
年
度
は
業
務
委
託
に

よ
り
、
普
段
ど
の
よ
う
な
交
通

手
段
に
よ
り
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ

移
動
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

移
動
し
た
い
か
、
な
ど
住
民

ニ
ー
ズ
の
把
握
を
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和

４
年
６
月
に
は
町
内
４
地
区
で

の
住
民
と
の
意
見
交
換
会
を
予

定
し
て
い
る
。

②
特
定
の
年
代
や
地
区
の
み
の

偏
っ
た
調
査
結
果
と
な
ら
な
い

こ
と
を
基
本
に
進
め
て
い
く
が
、

特
に
、
年
代
別
や
地
域
の
特
性

を
考
慮
す
る
必
要
性
が
あ
る
と

協
議
会
で
判
断
さ
れ
れ
ば
、
協

議
会
で
協
議
の
上
、
町
が
策
定

す
る
交
通
計
画
等
に
反
映
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

︻
再
質
問
︼

住
民
か
ら
の
声
が
あ
っ
た

場
合
に
町
が
並
行
し
て
設
置
し

て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

に
声
を
上
げ
れ
ば
法
定
協
議
会

に
反
映
し
て
も
ら
え
る
の
か
伺

い
た
い
。
ま
た
、
特
に
交
通
の

不
便
を
感
じ
て
い
る
地
域
の
声

な
ど
地
域
の
特
性
を
把
握
す
る

よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
の
や
り
方

も
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

︻
政
策
推
進
課
長
︼

住
民
か
ら
の
声
な
ど
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
上
が
っ

た
場
合
は
、
法
定
協
議
会
の
方

に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

本
町
地
区
１
千
200
世
帯
、
大
中

山
・
大
川
地
区
１
千
200
世
帯
、

藤
城
・
峠
下
地
区
300
世
帯
、
大

沼
地
区
300
世
帯
の
配
布
を
考
え

て
い
る
。
具
体
的
な
ア
ン
ケ
ー

ト
の
内
容
に
関
し
て
は
、
今
後

法
定
協
議
会
の
方
で
協
議
を
し
、

決
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

︻
再
々
質
問
︼

計
画
の
時
点
で
は
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
や
る
よ
う

な
こ
と
を
聞
い
て
い
た
が
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
や
ら
な

い
の
か
を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
素
案
が
出
来
た
後
に

は
実
証
運
行
の
実
施
も
考
え
ら

れ
る
が
、
実
証
運
行
は
い
つ
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
、
最
終
案
が

策
定
さ
れ
る
の
か
、
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

︻
政
策
推
進
課
長
︼

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は

令
和
４
年
７
月
に
実
施
を
計
画

し
て
い
る
。
実
証
運
行
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
現
段

階
で
具
体
的
に
話
を
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
計
画
策
定
後
、

計
画
達
成
に
向
け
、
速
や
か
に

取
り
組
む
こ
と
は
考
え
て
お
り
、

補
助
金
な
ど
財
政
面
で
の
見
通

し
が
立
っ
た
中
で
対
応
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

︻
そ
の
他
の
質
問
事
項
︼

「
図
書
館
建
設
に
つ
い
て
」

議
案
審
査
の
結
果
報
告

一
般
質
問
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今
般
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
と
い
う
状
況

の
中
で
学
校
教
育
の
環
境
も
大

変
厳
し
く
な
り
、
児
童
・
生
徒

に
は
精
神
的
、
肉
体
的
に
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
る
が
、
次

の
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
推
移

は
ど
う
か
。

②
不
登
校
の
原
因
は
何
か
。

③
不
登
校
を
解
消
し
た
児
童
生

徒
の
推
移
は
ど
う
か
。

④
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
レ
イ

ン
ボ
ー
」
の
通
級
状
況
は
ど
う

か
。︻

学
校
教
育
課
長
︼

①
文
科
省
の
「
児
童
生
徒

の
問
題
行
動
・
不
登
校
生
徒
等

生
徒
指
導
上
の
諸
問
題
に
関
す

る
調
査
」
に
よ
る
と
、
平
成
３０

年
度
は
小
学
生
７
名
、
中
学
生

４１
名
、
計
４８
名
、
令
和
元
年
度

は
小
学
生
１２
名
、
中
学
生
３４
名
、

計
４６
名
、
令
和
２
年
度
は
小
学

生
２０
名
、
中
学
生
３５
名
、
計
５５

名
と
な
っ
て
い
る
。

②
学
校
で
の
人
間
関
係
、
家
庭

内
環
境
に
よ
る
も
の
、
勉
強
嫌

い
、
本
人
の
生
活
の
乱
れ
、
無

気
力
に
よ
り
登
校
意
欲
が
な
い

な
ど
様
々
な
理
由
で
あ
る
。

③
平
成
３０
年
度
は
小
学
生
２
名
、

中
学
生
７
名
、
計
９
名
、
令
和

元
年
度
は
小
学
生
２
名
、
中
学

生
１６
名
、
計
１８
名
、
令
和
２
年

度
は
小
学
生
４
名
、
中
学
生
１２

名
、
計
１６
名
と
な
っ
て
い
る
。

④
平
成
３０
年
度
は
開
設
日
数
230

日
、
通
級
児
童
生
徒
９
名
、
令

和
元
年
度
は
開
設
日
数
226
日
、

通
級
児
童
生
徒
８
名
、
令
和
２

年
度
は
開
設
日
数
214
日
、
通
級

児
童
生
徒
５
名
と
な
っ
て
い
る
。

︻
再
質
問
︼

不
登
校
と
な
っ
て
い
る
児

童
生
徒
が
、
レ
イ
ン
ボ
ー
へ
通

級
し
て
い
る
場
合
や
レ
イ
ン

ボ
ー
へ
の
通
級
も
難
し
く
自
宅

学
習
を
し
て
い
る
場
合
に
、
学

校
の
出
席
扱
い
に
で
き
る
か
。

︻
教
育
次
長
︼

学
校
へ
行
け
な
い
状
況
で

レ
イ
ン
ボ
ー
へ
の
通
級
や
自
宅

学
習
で
も
、
い
つ
も
学
校
と
連

絡
が
取
れ
て
い
れ
ば
出
席
扱
い

に
し
て
い
る
。

投
票
率
ア
ッ
プ
に
向
け
た

対
策
に
つ
い
て

　

以
前
投
票
率
ア
ッ
プ
に
向
け

た
対
策
に
つ
い
て
の
質
問
を
し

た
が
、
そ
の
後
高
齢
化
し
た
有

権
者
の
権
利
が
行
使
し
や
す
い

よ
う
な
環
境
対
策
が
進
ん
で
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

①
町
内
投
票
所
２２
ヶ
所
中
、
土

足
で
投
票
で
き
る
所
が
９
ヶ
所

だ
が
、
増
え
た
の
か
。

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
進
ん
だ

の
か
。

③
投
票
所
は
避
難
所
に
も
使
用

さ
れ
て
い
る
が
洋
式
ト
イ
レ
の

取
替
状
況
は
ど
う
か
。

④
自
動
車
の
実
証
実
験
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。

︻
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
︼

①
７
ヶ
所
増
設
し
、
１６
ヶ

所
の
投
票
所
を
土
足
化
し
た
い
。

②
既
に
８
ヶ
所
が
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
し
て
い
る
が
、
伸
縮
ス

ロ
ー
プ
等
の
設
置
で
８
か
所
が

対
応
可
能
で
あ
り
、
合
計
１６
ヶ

所
を
順
次
対
応
し
て
い
き
た
い
。

③
投
票
所
は
、
町
や
町
内
会
の

施
設
を
借
り
て
お
り
、
そ
の

２２
ヶ
所
中
１
施
設
を
除
き
洋
式

ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

④
現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
運
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

︻
そ
の
他
の
質
問
事
項
︼

「
七
飯
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
つ
い
て
」

一
般
会
計
の
財
源
に
不
足

を
生
じ
た
時
の
財
源
と
し

て
積
立
て
ら
れ
る
「
財
政
調
整

基
金
」
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
令
和
２
年
度
の
決
算
上
の
地

方
財
政
法
第
７
条
第
１
項
に
定

め
ら
れ
る
積
立
額
の
金
額
は
い

く
ら
か
。
そ
の
結
果
、「
財
政

調
整
基
金
」
の
残
高
は
い
く
ら

か
。

②
「
財
政
調
整
基
金
」
残
高
の

目
標
「
７
億
円
以
上
」
は
何
処

か
ら
出
て
き
た
も
の
で
、
こ
の

金
額
の
根
拠
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

③
令
和
３
年
度
の
予
算
は
、
基

金
の
繰
り
入
れ
を
し
な
い
で
編

成
が
で
き
た
と
し
て
い
る
が
、

３
月
の
第
１
号
補
正
予
算
で
４

千
800
万
円
を
繰
入
し
て
い
る
。

今
後
、
い
く
つ
か
の
補
正
予
算

が
見
込
ま
れ
る
中
、
令
和
３
年

度
の
残
高
見
込
は
い
く
ら
と
し

て
い
る
か
。

︻
総
務
財
政
課
長
︼

①
・
③
決
算
確
定
前
で

概
算
金
額
と
な
る
が
、
令
和
２

年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
翌
年

度
繰
越
額
が
６
千
230
万
円
程
度

で
、
既
に
令
和
３
年
度
一
般
会

計
へ
繰
越
し
た
１
千
150
万
円
を

差
し
引
い
た
５
千
８０
万
円
が
決

算
上
の
剰
余
金
、
実
質
収
支
額

と
な
る
。

　

次
に
、
地
方
財
政
法
第
７
条

第
１
項
に
規
定
す
る
額
の
積
立

（
実
質
収
支
額
の
二
分
の
一
以

上
）は
５
千
８０
万
円
の
二
分
の

一
以
上
、
２
千
540
万
円
以
上
の

額
を
９
月
定
例
会
に
補
正
予
算

と
し
て
提
案
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
の

過
程
で
財
政
調
整
基
金
か
ら
繰

入
金
と
し
て
当
初
予
算
で
１
千

円
、
第
１
号
補
正
予
算
で
４
千

838
万
４
千
円
を
計
上
、
今
回
提

案
し
て
い
る
第
３
号
補
正
予
算

に
計
上
し
た
繰
入
金
８
千
３０
万

２
千
円
を
合
わ
せ
、
合
計
１
億

２
千
860
万
円
の
財
政
調
整
基
金

を
取
り
崩
す
予
算
を
編
成
し
た

結
果
、
残
高
は
、
令
和
２
年
度

一
般
会
計
予
算
の
出
納
閉
鎖
期

日
で
あ
る
令
和
３
年
５
月
３１
日

現
在
の
基
金
残
高
６
億
１
千
800

万
円
に
、
９
月
定
例
会
で
積
立

す
る
額
を
２
千
600
万
円
と
し
た

場
合
、
残
高
６
億
４
千
400
万
円

と
な
り
、
令
和
３
年
度
の
年
度

末
で
１
億
２
千
860
万
円
を
取
崩

す
予
定
を
し
て
い
る
の
で
、
令

和
３
年
度
の
残
高
は
５
億
１
千

540
万
円
と
試
算
さ
れ
る
が
今
後

の
推
移
で
変
わ
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
。

②
「
７
億
円
の
目
標
額
」
の
出

所
は
、
平
成
３０
年
３
月
に
開
催

さ
れ
た
議
会
活
性
化
特
別
委
員

会
に
提
出
し
た
財
政
推
計
の
資

料
で
、
こ
れ
は
、
財
政
調
整
基

金
の
最
低
限
度
額
を
７
億
円
と

し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
一
般

会
計
の
管
理
に
属
す
る
基
金
で

処
分
が
可
能
な
基
金
総
額
に
対

し
て
最
低
限
度
額
を
標
準
財
政

規
模
の
１
割
以
上
と
し
て
そ
の

目
標
額
と
設
定
し
た
の
が
始
ま

り
。
こ
の
設
定
値
は
法
的
拘
束

力
も
な
く
国
か
ら
の
通
知
・
通

達
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
現

時
点
で
令
和
３
年
３
月
３１
日
現

在
の
基
金
総
額
は
、
１４
億
440
万

円
を
保
有
し
て
お
り
下
限
額
の

７
億
円
を
上
回
っ
て
い
る
。

︻
そ
の
他
の
質
問
事
項
︼

「﹃
北
海
道
新
幹
線
並
行
在
来
線

の
存
続
・
廃
止
﹄等
に
関
す
る

最
近
の
報
道
に
つ
い
て
」、「
国

の﹃
災
害
廃
棄
物
対
策
指
針
﹄

に
基
づ
く﹃
災
害
廃
棄
物
処
理

計
画
﹄に
つ
い
て
」、「
七
飯
町
の

﹃
奨
学
金
制
度
﹄に
つ
い
て
」

 

不
登
校
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
も

出
席
扱
い
に
な
る
の
か

 
学
校
と
連
絡
が
取
れ
て
い
れ
ば
出
席
扱
い
に
な
る

田
　
村
　
敏
　
郎
　
議
　
員

 

「
財
政
調
整
基
金
」
に
つ
い
て

 

令
和
２
年
度
６
億
１
千
800
万
円
、

令
和
３
年
度
５
億
１
千
540
万
円
と
試
算

若
　
山
　
雅
　
行
　
議
　
員

YouTube チャンネル

YouTube チャンネル

　

一
般
質
問
の
原
稿
は
、
質
問
者

が
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
な
質
疑
や
答
弁
は

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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❶傍聴人受付票
に記入 ❷傍聴席へ

新型コロナウイルス感染症対策としてマ
スクの着用、検温、体調の確認を行っ
ておりますので、ご協力をお願いします。

手続は
簡単！

本会議傍聴

ご案内
の

新型コロナウイルス感染症対策として
傍聴席の席数を制限しています。
会議中はお静かに傍聴願います。

第３回定例会は
９月７日㈫開会予定

第２回定例会出席状況一覧表
議員名

開会日

横
田　

有
一

神
﨑　

和
枝

平
松　

俊
一

池
田　

誠
悦

田
村　

敏
郎

稲
垣　

明
美

畑
中　

静
一

長
谷
川
生
人

上
野　

武
彦

坂
本　
　

繁

澤
出　

明
宏

中
島　

勝
也

川
村　

主
税

中
川　

友
規

若
山　

雅
行

川
上　

弘
一

青
山　

金
助

木
下　
　

敏

６月７日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６月８日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※判定　○=出席、×=欠席、△=遅参・早退・中座、公=公務、忌=忌引

第２回定例会の会議録は、９月下旬以降に議会
事務局で閲覧することができます。七飯町議会
のページからも閲覧することができます。

七飯町議会　会議録

令和３年第２回臨時会を開催
令和3年第2回臨時会が7月19日（月）に開催
されましたが、印刷の都合上、11月号の掲載
となります。内容については、YouTubeチャ
ンネルをご覧ください。

を検索してくださいYouTubeで 七飯町議会

新型コロナウイルス感染症対策として、議場へ足を運ばなくても、自宅や外出先
でも本会議を傍聴できるよう、動画共有サービスである YouTubeを利用して、
本会議（定例会・臨時会）の生中継及び録画中継を令和３年第２回定例会から実施
しています。チャンネル登録をしていただくようお願いいたします。

七飯町議会
YouTubeチャンネル

議会の本会議を

YouTubeで配信！

町ＨＰへ

一
般
質
問

お
知
ら
せ

議
員
出
席
状
況
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調 査
事 項

調
査
の
目
的

　

町
内
小
中
学
校
に
お
け
る
登

下
校
時
の
安
全
確
保
の
現
状
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
の
実
施
方
法
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
事
項
の
ま
と
め

　

町
内
小
中
学
校
に
お
け
る
登

下
校
時
に
お
い
て
は
、
地
域
・

学
校
・
保
護
者
・
教
育
委
員
会

が
協
力
し
通
学
路
の
安
全
確
保

を
図
っ
て
お
り
、
近
年
は
重
大

な
事
故
は
起
こ
っ
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
が
、
過
去
５
年
間
は

小
学
１
年
生
の
事
故
が
３
件

あ
っ
た
。
低
学
年
の
児
童
は
基

本
的
な
交
通
ル
ー
ル
が
身
に
付

い
て
い
な
い
年
代
で
あ
る
こ
と

か
ら
今
後
も
登
下
校
時
の
安
全

確
保
に
は
十
分
配
慮
願
い
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

に
つ
い
て
は
、
今
後
開
始
さ
れ

る
町
民
へ
の
円
滑
な
接
種
を
実

施
す
る
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー

内
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
対
策
チ
ー
ム
を
設

置
し
、
町
内
医
療
機
関
の
医
師

と
入
念
な
協
議
を
実
施
し
て
い

る
。

　

現
段
階
で
は
未
確
定
で
あ
る

国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
供
給
量
に

合
わ
せ
て
、
効
率
的
な
接
種
体

制
を
構
築
し
、
住
民
に
対
し
て

分
か
り
易
い
周
知
、
広
報
、
相

談
等
を
徹
底
す
る
こ
と
を
望
み
、

委
員
会
報
告
と
す
る
。

報告書全文は
町ＨＰへ

民
生
文
教
常
任
委
員
会

・ 

町
内
小
中
学
校
に
お
け
る
登
下
校
時

の
安
全
確
保
に
つ
い
て

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
に
つ
い
て

町は「新型コロナウイルスワクチン
接種券」を順次発送している

調 査
事 項

総
務
財
政
常
任
委
員
会

固
定
資
産
税
に
係
る

 

課
税
の
現
況
に
つ
い
て

調
査
の
目
的

　

固
定
資
産
税
に
係
る
課
税
の

現
況
、
今
後
の
取
組
等
を
把
握

す
る
た
め
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
事
項
の
ま
と
め

　

固
定
資
産
税
は
、
七
飯
町
の

財
政
運
営
上
、
大
変
貴
重
な
自

主
財
源
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
等
の
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、

土
地
及
び
家
屋
と
は
異
な
り
登

記
制
度
が
な
い
た
め
、
納
税
義

務
者
及
び
課
税
客
体
の
把
握
が

容
易
で
は
な
く
、
未
申
告
者
・

未
申
告
資
産
の
把
握
・
解
消
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

未
申
告
者
の
中
に
は
、
申
告

の
必
要
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

い
納
税
義
務
者
が
い
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
た
め
、
町
広
報
誌

で
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、

未
登
記
家
屋
の
把
握
と
あ
わ
せ

て
実
地
調
査
を
行
い
、
申
告
案

報告書全文は
町ＨＰへ

内
を
送
付
す
る
だ
け
で
も
未
申

告
者
の
解
消
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
令
和
２
年

度
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
空
中
写

真
撮
影
お
よ
び
写
真
地
図
作
成

業
務
委
託
を
行
い
、
こ
れ
ら
の

情
報
を
課
税
台
帳
と
照
合
す
る

こ
と
に
よ
り
、
課
税
漏
れ
の
解

消
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
。

　

今
後
、
課
税
漏
れ
の
解
消
に

向
け
て
実
地
調
査
等
を
計
画
的

に
行
う
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

課
税
の
適
正
性
・
公
平
性
を
確

保
す
る
た
め
に
、
早
急
に
実
地

調
査
等
を
実
施
す
る
た
め
の
環

境
及
び
体
制
作
り
を
強
化
し
、

課
税
漏
れ
の
解
消
を
図
る
こ
と

を
強
く
望
み
、
委
員
会
報
告
と

す
る
。

主な償却資産の業種別の例
業　　種 主な償却資産

各 業 種 共 通
駐車場設備、舗装路面、応接セット、ロッカー、
エアコン、パソコン、コピー機、太陽光発電設備、等

飲 食 業 厨房設備、接客用家具、カラオケセット、冷蔵庫、等

小 売 業
商品陳列ケース、自動販売機、冷蔵庫、
レジスター、等

農 業
トラクター、コンバイン、耕うん機、
ビニールハウス、堆肥舎、等

クリーニング業 洗濯機、脱水機、ドライ機、プレス、給排水設備、等

医 業
歯 科 医 業

レントゲン機器、調剤機器、ファイバースコープ、消
毒殺菌用機器、手術用機器、歯科診療ユニット、等

建 設 業
ブルドーザー、パワーショベル、発電機、
コンクリートカッター、等

理容・美容業 理・美容椅子、洗面設備、広告塔、接客用家具、等

　※総務財政常任委員会報告書に掲載された表より例示

各常任委員会活動報告（要旨掲載） 令和３年第２回定例会において各常任委員会から報告のあった
所管事務調査の結果について、次のとおりお知らせします。

YouTube
チャンネル
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調 査
事 項

調
査
の
目
的

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
こ
れ
ま
で

の
状
況
、
今
後
の
取
組
等
を
把

握
す
る
た
め
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
事
項
の
ま
と
め

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
自
分
の
出

身
地
域
や
応
援
し
た
い
自
治
体

に
寄
附
で
き
る
制
度
で
あ
り
、

寄
附
金
を
財
源
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
事
業
の
推
進
を
図
る
こ
と

や
、
寄
附
者
に
対
す
る
返
礼
品

を
通
し
て
地
域
の
物
産
品
や
名

産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
に
な
り
、

地
場
産
業
の
振
興
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
る
。

　

町
で
は
、
返
礼
品
数
や
取
扱

い
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
数
を
増
や

す
こ
と
で
、
納
税
者
の
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
七
飯
町
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

強
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
道
の
駅
な
な
い
ろ
・
な
な
え
」

内
に
ふ
る
さ
と
納
税
専
用
ブ
ー

ス
を
設
置
し
た
り
、
関
連
企
業

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
ふ
る
さ

と
納
税
の
バ
ナ
ー
を
設
置
す
る

な
ど
、
多
方
面
か
ら
七
飯
町
の

知
名
度
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
創

意
工
夫
を
重
ね
て
い
る
。

　

今
後
、
納
税
者
に
と
っ
て
魅

力
あ
る
返
礼
品
を
継
続
し
て
開

発
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
推
進
し
、
更
な
る
地

場
産
業
の
振
興
、
自
主
財
源
の

確
保
と
い
う
好
循
環
を
生
み
出

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額

１
億
円
を
目
標
に
取
り
組
む
こ

と
を
望
む
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

平
成
28
年
度
に
創
設
さ
れ
、
令

和
２
年
度
の
税
制
改
正
で
大
幅

に
見
直
さ
れ
た
。
最
大
で
寄
附

額
の
約
９
割
が
軽
減
さ
れ
、
実

質
的
な
企
業
の
負
担
が
約
１
割

と
な
り
、
企
業
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
考
え
る
こ

と
か
ら
、
七
飯
町
に
縁
の
あ
る

企
業
に
対
し
て
、
寄
附
し
た
い

と
思
え
る
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ニ
ュ
ー
を
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組
を
強
化

す
る
こ
と
を
望
み
、
委
員
会
報

告
と
す
る
。

経
済
産
業
常
任
委
員
会

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

報告書全文は
町ＨＰへ

「道の駅なないろ・
ななえ」内に設置
されているふるさ
と納税専用ブース

各常任委員会活動報告（要旨掲載）

各委員会（常任委員会、特別委員会）の活動状
況は、七飯町議会のページに掲載しています。

　議長あての文書や案内状は、日程の調整をする必
要がありますので、直接議会事務局にお送り下さい。

♦送付先　七飯町本町６丁目１番１号
　　　　　　　七飯町議会議長　あて
♦電　話　６５－５９４７（直通）　　

議会事務局からのお願い

例月出納検査
　一般会計、各特別会計、各企業会計、歳入歳出外会計
及び各基金に係る現金、預金等の出納保管状況を次のと
おり検査した。
令和３年２月分：３月26日、29日、30日、31日
令和３年３月分：４月23日、26日、27日、28日
令和３年４月分：５月26日、27日、28日、31日

検査結果
　現金、預金等の金額並びに提出された収支計算書その
他の資料に記載された金額は、いずれも関係帳簿等の金
額と一致し、計数上の誤りは認められなかった。
　３月の検査日における水道事業会計の貯蔵品は台帳と
在庫数が一致した。

監査委員　　　　
永　田　英　利
神　崎　和　枝

監 査 報 告

七飯町議会　委員会活動

町ＨＰへ

各
常
任
委
員
会
活
動
報
告

監
査
報
告
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